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はじめに

　平成18年９月に、世界遺産暫定リストに記載されるための提案の方法が示され、

本市では暫定リスト記載を目指し平成１９年１月２３日に提案しましたが「継続審

尾山神社神門設計原図　（090-938）

ます。

査案件」となりました。そこで文化庁からの課題を検討し、改善案をまとめ  「城

下町金沢の文化遺産群と文化的景観」  として平成１９年１２月２０日に文化庁

に提出しています。

　 夏季展では、今回の提案に含まれる主要な文化遺産の中から、「金沢の文

化遺産展Ⅱ」としまして当館所蔵史料の中から尾山神社・東山茶屋町・天徳院

・大乗寺・野田山前田家墓所・土清水煙硝蔵・戸室山石切丁場などに関する史

料を展示いたします。

　史料を通して文化遺産の往時の姿、その一端に触れていただければと思い



加州金沢城図
（098.6-66「諸国居城之図」98）

   金沢城御殿絵図（18.6-34）

尾山神社昇格慶賀祭御分霊神御輿渡御行列図（K1-190）

金沢城絵図（096.0-277） 慶応３年写

御宮江御参詣御用絵図（16.15-38）

　尾山神社辺りは慶長期頃は「南町」、寛文8年の城下図で
は「花畑」、その後享保頃金谷御殿が造られた。明治5年前
田利家を主神とする神社を造営、同6年利家の神霊が卯辰
八幡宮から遷座され、尾山神社とする。同８年に完成した神
門は昭和25年重要文化財に指定される。

　寛永20年4代藩主光高は金沢東照宮を北ノ丸に造営す
る。明治6年尾崎神社と改称、城内が陸軍省管轄となり、同
11年御算用場跡に移転。本殿・拝殿など江戸期からの建造
物は重要文化財に指定されている。
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野田寺町・十一屋町絵図　町続御郡地引請之ヶ所家建等仮絵図③（090-1034-53）　文政４年

御城中総櫓並御門絵図（090-813）
石川門部分

        卯辰西養寺前・卯辰誓願寺前絵図　町続御郡地引請之ヶ所家建等仮絵図⑧（090-1034-58）　文政４年

　　　　加州大乗寺之絵図（096.0-269）
          大乗寺由緒略記（16.61-113）

天徳院御霊堂絵図（18.1-25）
　天徳院は藩主前田家の菩提寺の
一つ。山門は県指定文化財。

　大乗寺は元禄１０年、城下大乗寺坂辺り
から現在の地に移る。八家本多家の菩提
寺。元禄15年上棟の仏殿は重要文化財。
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　東廓　夜の景　北陸名所図会（090-1099）　　明治30年 東新地細見　菊くらべ（21.3-77）

東新地絵図（K3-102） 両茶屋町一件（16.62-42）

      金沢町絵図 31（090-1034） 文化８年 浅川茶屋町前当弐図 （大2886） 文政３年以後

石川県下商工便覧 　明治21年　　（平成4年複製）
　遊所「卯辰茶屋町」は文政3年に公認され、天保２年に一旦禁止、慶応３年に再公認される。最初の公認のとき木戸
を作り、町を囲い道を付け替えている。現在は重要伝統的建造物群保存地区に指定されている。
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　　　金沢古図（大１００８）

　　　　  埜田御廟全図（098.0-56）

　　野田御廟之図（16.15-50）  宝暦13年

　　御上水幷土清水村領等江筋見取之図（16.15-50）  慶応３年

藩主一族のほかに、八家や人持などの
主要な家臣の墓地の位置も示している。

　煙硝蔵は、慶安４年小立野波着寺付近に建てられるが、明暦３年の火災により、翌万治
元年から土清水に移転する。

　10代藩主重教(天明６年没　泰雲院)が墓参する際の
道順などを示す。付箋は天明６年のもの
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辰巳用水絵巻（090-1113④） 土清水塩硝蔵部分　　　文化期頃の様子を描く。昭和６年写

戸室山初年号等留帳（19.9-213）

外囲 

外囲 

塩
消
蔵
 

中
山
 

青
石
 

赤
石
 

清
水
村
 

御小屋 

丁
場
 

地
車
通
し
候
所
之
事
 

此
朱
引
車
道
 

田上橋 

牛坂 

くり石 



　　　　　金沢古図（大１００８）

その他展示史料

延宝年間金沢城下図 090-598①

花の見立　　　　　　　　明治24年 K3-100 《参考》

北陸名所図会　城南大乗寺門前の景 090-1099 寛永20年　1643

大乗寺絵図 16.61-307① 慶安 4 年　1651

天徳院絵図 16.61-297② 明暦 3 年　1657

尾山神社神門原図 【市指定文化財】 090-1117 万治 1 年　1658

御遷宮御行列之次第幷県社尾山社来歴 13.0-186 寛文 8 年　1668

金谷御文庫辺粗図 16.18-62 元禄10年　1697

土清水製薬所御用地分間打立縄入之図　慶応4年 16.55-2 宝暦13年　1763

河北郡戸室山開之事等留 19.9-212 天明 6 年　1786

文化 8 年　1811

表　紙 北陸名所図会　尾山神社　神門の景 090-1099 文政 4 年　1821

慶応 3 年　1867

※なお、掲載史料と展示史料は一致しないものがあります。 明治 5 年　1872

明治30年　1897
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